
令和 5年度福祉施設・事業所防災セミナー 開催要項 

－誰ひとり取り残さないインクルーシブ防災を学ぶ－ 

１ 趣 旨  近年は毎年のように豪⾬災害が発⽣し、要配慮者に犠牲が集中しています。南海

トラフ巨大地震やスーパー伊勢湾台風により、この地域も経験したことのない被害

が予想されています。 

 昨今の激甚災害の教訓から、国はおととし①個別避難計画作成を市区町村の努⼒

義務化、②福祉サービス事業所に BCP 作成を義務化、③福祉避難所ガイドライン

改定などの制度改定を⾏いました。 

 今回のセミナーでは阪神淡路⼤震災以来、いち早く現場に⼊り要配慮者の救援に

あたってきたエキスパートを講師に、災害時の要配慮者の置かれた実態や、支援現

場から⾒えた教訓と課題を検証します。 

２ 日 時 令和５年１１月１５日（水）13:00〜16:00 

３ 場 所 中村区役所講堂 

名古屋市中村区松原町１丁目 23１  電話 052‐433‐2715 

 

 公共交通機関をご利⽤下さい。 

 地下鉄東山線「本陣（中村区役所）」

駅３番出口から徒歩１分 

※３番出口は階段のみで段数も多いため、

４番出⼝付近の地上⾏きエレベーター

もご利⽤ください。 

４ 参加費  無料 

５ 定 員  １００名（先着） 

６ 参加対象 名古屋市内の福祉施設・福祉サービス事業所職員など 

７ プログラム 

時 間 内 容 

13:00〜13:05 開会挨拶・趣旨説明 

13:05〜14:05 

講演 「大規模災害時の要配慮者支援について－誰ひとり取り残さないインクルー

シブ防災めざして」（仮題） 

八幡隆司氏（特定非営利活動法⼈ゆめ風基⾦ 事務局⻑） 
阪神淡路⼤震災、中越地震、東⽇本⼤震災、熊本地震など被災障害者の救援活動を通して、障害者防

災、避難所開設・避難所体験プログラムを開発。全国で講演、ワークショップを開催。 

14:05〜14:15 休憩・舞台転換 

14:15〜15:50 

グループワーク「災害時要配慮者の安否確認と支援について」（仮題） 
南海トラフ巨⼤地震の発⽣を想定して、起こりうる課題を時系列で提⽰し、福祉サービス事業所として取り組む

べき課題を検証する。 

利⽤者の安全確保、発災直後から避難を求めてやってくる要配慮者と地域住⺠の受⼊と制限、⽀援のポイントを

検討。 

15:50〜16:00 閉会挨拶（名古屋市からのお知らせ） 

８ 主 催  名古屋市健康福祉局監査課 

お問い合せ 社会福祉法⼈ＡＪＵ⾃⽴の家 わだちコンピュータハウス 防災企画グループ 

電話︓052-841-9888 FAX︓052-841-1015 メール︓bousai@aju-cil.com 



11月15日福祉施設･事業所防災セミナー 参加申込書 

ＦＡＸまたはメールにてお申し込み下さい。 

団体名  

施
設
種
別
 

入所 ・ 通所 

身体・知的・精神・高齢者 

宿泊施設・その他（           ） 

所在地  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

Ｅメール  

参 加 者 氏 名 

 所属／役職 
ふりがな 

氏 名 

１  

 

 

２  

 

 

備考（手話・要約筆記等の情報保障について、その他ご要望） 

 

⾞いす使⽤者   名 

申し込み締め切り10 月15 日（日） 

※折り返し参加受付完了のメール⼜はＦＡＸを送信します。 

当日受付にてメール又はＦＡＸを提示下さい。 

お問い合せ、お申込み先 

社会福祉法⼈ＡＪＵ⾃⽴の家わだちコンピュータハウス  

防災企画グループ 担当 菅沼・大島・水谷 

ＦＡＸ︓052-841-1015 または E-mail︓                        ． 
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